
令和４年度第２回 船橋市青少年問題協議会 

議事録 

 

令和４年 11月４日（金） 

午前 10時 00分～11時 31分 

船橋市役所 11階 大会議室 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）青少年を取り巻く環境と課題について 

・船橋警察署 

・市川児童相談所船橋支所 

・ふなばし地域若者サポートステーション 

（２）船橋市青少年だよりの発行について 

（３）その他 

・成年年齢引き下げの影響について 

・自転車専用通行帯について 

 

３ 報告、連絡事項 

・「子どもの生活実態に関するアンケート調査（ヤングケアラー実態調

査）の結果について」（子育て支援部） 

・令和５年船橋市成人式について（社会教育課） 

・その他 

 

４ 閉会 
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午前１０時００分開会 

 

○事務局 

 皆様、おはようございます。本日はお忙しいところご出席いただきまして、誠にありが

とうございます。事務局を担当させていただきます青少年課の木村です。よろしくお願い

いたします。 

 会議開催に先立ちまして、本会議における新型コロナウイルス感染予防対策についてで

ございますが、入り口での体温測定、座席の間隔を空けた配置などをさせていただいてお

ります。また、会議中もマスクの着用など、説明が聞きづらいことなどご不便をおかけい

たしますが、ご了承お願いいたします。また、ご発言後にはマイクの消毒をさせていただ

きますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、定刻となりましたので、令和４年度第２回船橋市青少年問題協議会を始めさ

せていただきます。 

 ここで資料の確認をさせていただきます。本日配付させていただきました資料は、「次

第」「席次表」「令和４年度第２回船橋市少年問題協議会資料」「船橋市青少年だより（第

52号）」と、ふなばし地域若者サポートステーションの冊子となります。恐れ入りますが、

不足資料がございましたら、挙手のほうをお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 続きまして、本日の委員の出欠状況でございます。社会福祉協議会の長島委員、保護司

会代表の戸松委員、スポーツ協会代表の山﨑委員、市立船橋高等学校長の津田委員より欠

席のご連絡を受けております。 

 また、船橋警察署長の杵渕委員、船橋東警察署長の滝口委員は欠席されておりますが、

それぞれオブザーバーといたしまして、船橋警察署の田中生活安全課長、船橋東警察署の

小栗生活安全課長にご出席いただいております。 

 なお、船橋市青少年問題協議会条例第５条第２項の規定により、委員の半数以上の出席

をいただいておりますことから、会議が成立しておりますことをご報告させていただきま

す。 

 会議の開催に先立ちまして、船橋市情報公開条例第 26条の規定により、船橋市の設置す

る附属機関の会議は原則として公開することとなっております。このことから傍聴人の受

付を行いましたところ、傍聴人はいらっしゃいませんでした。 

 また、本会議は議事録を作成し、市のホームページで公表することになります。そのた

め議事録署名人となる委員２名を選出し、署名をいただくことになります。 

 それでは、同条例第５条第１項の規定により、丹羽会長に会議の進行をお願いいたしま

す。 

○議長（丹羽会長） 

 おはようございます。それでは、ただいまより令和４年度第２回船橋市青少年問題協議
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会を開会いたします。よろしくお願いいたします。 

 本当に皆さんお忙しい中、またコロナ禍の中、ご出席いただきましてありがとうござい

ます。コロナとの闘いも２年半を過ぎまして、ようやく少し対処の仕方が分かってきたの

かなと思っておりましたけれども、いろいろな行動について解放されますと、また船橋市

でも少し多くなり 200名を超えるような状況でして、やはり感染力が強いということは間

違いないと思います。ただ、その中でやはりいつまでも感染対策で行動制限をしているわ

けにもいかないと思いますので、今までの２年半過ぎの経験を生かしながら、少しでも行

動を、我々にとっては青少年に対しての問題について、いろいろなことを意見交換し合っ

て進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 本日は、児童相談所、サポートステーションのご案内をいただきまして、本当にありが

とうございます。よろしくお願いいたします。また、ヤングケアラーについてもいろいろ

な調査をしていただきました。今回は事務局に無理を申しまして、事前に議題を皆さんに

お配りして、少しでも活発な議論を進めたいと思いまして、ご協力いただきました。あり

がとうございました。 

 それでは、本日どうぞよろしくお願いいたします。座って進めさせていただきます。 

 まず、議事録署名人について、本日の指名をさせていただきたいと思います。船橋市民

生委員児童委員の岩瀬委員、それから PTA連合会の原野委員にお願いしたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

〇岩瀬委員 

 承知いたしました。 

〇議長（丹羽会長） 

 では、議事に入らせていただきます。 

 議題（１）「青少年を取り巻く現状と課題について」です。 

 今回は、船橋警察署、市川児童相談所船橋支所、ふなばし地域若者サポートステーショ

ンから、青少年を取り巻く現状と課題についてご報告をいただきたいと思います。ご質問

は、３団体にご報告をいただいた後にお受けしたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 それでは、初めに、船橋警察署からお願いできますでしょうか。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○杵渕委員代理（船橋警察署 田中生活安全課長） 

 おはようございます。船橋警察署生活安全課長の田中と申します。 

 まず、日ごろからの警察活動へのご協力をいただいていますことを感謝申し上げます。

ありがとうございます。 

 私のほうから、船橋市の青少年を取り巻く現状ということで、少年の非行状況、また少

年補導の状況について簡単に申し上げたいと思います。 

 本年の９月末の数字にございますが、船橋警察署において、非行少年というような形で
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検挙しておりますのが 26、船橋東警察署のほうでは 25、市内におきましては合計 51とい

うような形で、速報値でございますが数字を計上しております。これは昨年の状況から鑑

みますと、市全体においてはマイナスのような値となっております。 

 さらに非行少年のその内容を見ますと、やはり自転車盗や喧嘩などの暴行・傷害の一般

刑法犯が変わらず多くを占めているところではございますが、一方で特別法犯ということ

で、児童ポルノだとか児童買春だとか、そういった罪種に被害者側としてお話をいただく

ような状況が多くなっているような印象を強く持っています。 

 恐らく、一昔前とは遊び方が異なってきているのかなという印象を非常に受けておりま

して、今時は１人１台スマートフォンを中高生なんかは持っていらっしゃるのかなという

ところで、そういったツールを使った遊び方が子供たちの主流になっているのが、そのま

ま反映されているのかなと考えております。 

 また、市内の非行少年の件数が減少しているのと併せまして、補導される子供の数もひ

としく減少をしております。 

 船橋市としても、そういった状況がある中、ちょっと大きな目で県下を見ましても、非

行少年の数は減少しておりますし、補導の件数につきましても減少傾向でございますので、

大きく市と県を比較したときに変化があるような状況ではございません。一般的に児童ポ

ルノとか SNS利用に係るようなお話を多く受けているような現状でございます。 

 簡単ですが、以上となります。また、いろいろな関係機関からお話をいただきながら、

警察だけではなかなか継続的に対処できない相談事もありますので、青少年センターや児

童相談所の皆様のご協力をいただきながら、健全育成に資する活動を継続できればと考え

ておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。やはり生活の仕方が変わっていくということ、スマホの影響

も大きいということをお聞かせいただきました。 

 続きまして、市川児童相談所船橋支所から、よろしくお願いいたします。 

○児玉委員 

 皆様、おはようございます。市川児童相談所船橋支所の児玉と申します。よろしくお願

いいたします。委員の皆様には日頃より児童の福祉の向上のためにご理解、ご協力いただ

き、ありがとうございます。 

 私のほうから簡単に、児童相談所に関わっているお子さんやご家庭の状況ということで

お話をさせていただきたいと思います。 

 その前に、市川児相は令和３年 12月から船橋支所というものを設けまして、まだ半年ち

ょっとですけれども、事務所が狭くて狭隘化したということと、令和８年４月に船橋市さ

んが児童相談所を開設されるということを見込んで、支所として分かれて運営を始めてい

るところです。 
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 児童相談所は 18 歳未満の全てのお子さんに関する相談を受け付けるという機関ではあ

りますが、昨今、報道等でも耳にされることが多いかと思いますけれども、児童虐待の対

応がかなり主を占めてきている状況でございます。 

 ちなみに、今日ペーパーの資料はないのですけれども、令和３年度市川児童相談所全体

で受け付けた児童虐待の相談のうち、船橋市の分を取り出すと、令和３年度、船橋市さん

全体で 1,060件の児童虐待相談を児童相談所で受け付けております。割合としては身体的

虐待が 277 件で 26.1％、ネグレクト（養育放棄）が 226 件で 21.3％、心理的虐待が 543

件で 51.2％、性的虐待が 14件で 1.3％という割合になっております。この件数の増加傾向

や虐待種別の割合は、ほぼ全国的な傾向と変わりはないのですけれども、ややネグレクト

の割合が全国平均よりは高い数値になっています。 

 そして、毎年報道でも言われているように、虐待の対応が増えてきていますが、今年度

も半期過ぎて、やはり増加傾向は変わりがありません。 

 市川児童相談所管内のほかの市と比較しても、船橋市の件数の占める割合が高くなって

います。市川児童相談所の本所のほうに一時保護所が設けられていますけれども、定員 28

名のところ、おととい時点で 40名のお子さんが保護されていて、定員の 150％近い状況が

慢性化しております。先ほど言った 40名の中でも、船橋市のお子さん 24名ということで、

ほかの３市と比べて倍近いお子さんが実際に保護ということになっています。 

 さらに、一時保護所で保護されているお子さん 40名のほかに、一時保護所で生活するの

が難しい赤ちゃんだとか、障害をお持ちのお子さんなどについては、外部に保護委託をし

ておりまして、そのお子さんたちは 17名おりますので、合計で 57名のお子さん、船橋市

でいうと 33名のお子さんが一時保護の状態に今いるということになります。 

 一時保護になると、安全面の問題や物理的な距離の問題等から、学齢時のお子さんは学

校に行けなくなったりということで、教育権の保障が十分できなかったり、もともと暮ら

していた家庭や地域、学校、そういった子供自身の居場所から切り離されるという、子供

にとっては不利益な状況になります。それをしても、どうしても安全を守らなければいけ

ないという場合に行う最終手段と考えているところです。 

 一時保護に関して、基本は２か月ということになっていますけれども、虐待等で保護し

た場合には、なかなか親御さんとの話し合いが難しかったりということ、それから家庭に

帰るのが難しくて、施設とか里親等の社会的養護に移行と決めたお子さんも、その受け皿

が不足していて行き場所がなかなか決まらないということで、一時保護が長期化する傾向

があります。 

 現状ですと、一番長い子で 223日保護しておりまして、つい先日までは 1年超えるよう

なお子さんもいる状況で、これも非常に問題になってきているので、改善していかなけれ

ばいけないところかなと思います。 

 それから、一時保護したり、その先に施設とか里親に行くお子さんは、虐待相談のうち

の約２％になります。あとの約 98％は在宅支援ということになりますので、相談所という
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と保護するとか施設に行くというイメージが強いかと思いますけれども、約 98％は地域で

在宅支援をしているということなので、相談所だけではなくて、地域全体で支えていくこ

とが必要なのかなと思っています。 

 学齢のお子さんの状況ということで考えますと、相談所で関わる、特に虐待ケースの学

齢期以降のお子さんについて特徴的なのは、発達障害などの特性を抱えたお子さんと、メ

ンタルの課題や、親御さん自身が発達障害があるとか、親御さんに被虐待歴があるという、

その親子の組み合わせでやはり虐待状況に陥ることが非常に多いなと感じています。 

 親御さんにいろいろ課題があると、家庭でそういった特徴があるお子さんに適切にその

お子さんの状態に合った関わりができなくて、お子さんが二次障害みたいな状況になり、

学校や地域、家庭内で不適応、具体的にいうと対人トラブルとか、学習の困難さとか、最

近の傾向で多いのはスマホ依存とか、そういった不適応行動が表れて、それに対して保護

者の怒り、あとは周囲からプレッシャーを保護者が受けて、それが弱い子供に向かってい

って虐待状況になる。そうすると、子供はさらなる二次障害を起こすので、もっと不適応

行動を起こすという悪循環が起きている。それが重篤化してきていると思っています。 

 幼児期から学齢前期、中学生くらいまではそれが虐待という問題になりますけれども、

学齢の後期、中高生になると力が逆転するので、家庭内暴力とか、家出みたいな非行の問

題、それから、子供自身が精神的に疾患を抱えてしまったりというような状況になってい

るかと思います。 

 そういう課題を抱えた親御さんほど、親族の支援が得られなかったり、社会的に孤立し

ていて支援につながっていなかったりする状況があります。親御さんを変えていくという

のはなかなか難しいので、親がやれない部分を地域でカバーしていくということが大事か

と思っています。 

 具体的に地域でカバーしていくというのはどういうことかというと、家庭以外の子供の

居場所をまずつくるということです。いわゆる公的な教育機関だけではなくて、様々な子

供の居場所を保障していくということだったり、医療とか教育的な配慮や支援、親御さん

の養育相談のできる場所のチャンネルを増やすとか、あとは全般的な家庭への支援という

ことで、生活保護とか医療福祉サービスとか、そういったことを充実させていく必要があ

るかと思います。 

 こういった地域支援は、今までは親御さんが相談してくるまで待っているというスタン

スが多かったかなと思いますけれども、なかなかそういった待ちの支援では手が届かない

ので、アウトリーチで支援を届けるということがこれからの課題ではないかと思っていま

す。 

 簡単ではございますが、今の児童相談所を取り巻くお子さんとその家庭の状況というこ

とでご報告させていただきました。ありがとうございます。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。子供の居場所づくりということをこれから進めていかなくて
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はいけないなということをご提案いただいたような気がします。ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、ふなばし地域若者サポートステーションの成瀬委員、よろしく

お願いいたします。 

○成瀬委員 

 よろしくお願いいたします。まず、私どものほうの事業内容がどういうものであるかと

いうところを、いつもよりもっともっと詳しくお話しさせていただいて、そして課題が何

なのかというところにお話をつなげたいと思います。 

 まず、私どもは、厚生労働省と船橋市と習志野市の委託事業でございまして、ハローワ

ーク、ジョブカフェ、それからさーくるさんとも連携させていただきながら事業を行って

いるわけですが、15 歳から 49 歳の無業の方で、ハローワーク等の利用が難しい方、難し

いけれども働きたいという意欲のある方を対象としてお話を伺っております。 

 では、どういう方々が利用してくださるかというと、まず、もちろん新卒採用で仕事の

ほうがうまくいかなかった、就活がうまくいかなかったという方もいらっしゃいます。そ

のほかには、もっといろいろな方々がいらしておりまして、例えば統合失調症であったり、

強迫性障害、発達障害など、精神疾患等を抱えていらっしゃる方々のご相談も多うござい

ます。こちらに関しましては、私ども病気に関しての専門家ではございませんので、ドク

ターと連携を取りながら、ドクターに意見書を書いていただいて、この方は週何日間、そ

して何時間くらいだったら、こういう仕事なら働けますよというお墨付きをいただきまし

て、それに合わせて最初は動いてまいります。 

 それから、不登校の方々、通信制、定時制、サポート校など在学中の方々、こちら在学

中でオーケーということになっていますので、こちらに通っていらっしゃる方々がいらっ

しゃれば、ご案内いただけるとありがたいかなと思っております。 

 それから、高校の出席率が悪くてやめそうな方、大学をやめる可能性のある方とかやめ

てしまった方々に対しては、サポステ利用オーケーですので、こちらもご案内いただけれ

ばと思います。 

 それから、引きこもって 10 年、20 年という方もいらっしゃいます。でも働けている事

実がありますので、100％とはいかないまでも現実に働いてくださっていますので、ご案内

いただければ、これも対応はできるかなと思っております。 

 では、その方々にはどういう支援をサポステでは行っているかといいますと、まず一番

最初に、親御さんと一緒に来ていただきます。もしくは、親御さんだけ先に、特に引きこ

もっていて家から出れていないですという方々に対しては、親御さんだけに来ていただい

て、インテーク面談ということで、アセスメントシートとかいろいろあるのですが、その

方の状況、ご本人様の現在の状況がどうであるかというところを判断いたします。そして、

病院には通っていないけれども、この方はご病気が背景に隠れている、それに対してはど

ういうふうに対応していくかというところで、お医者様とのつながりをつけていくとか、

そういう形でまずお話を伺って、この方は登録して大丈夫という方に関しましては、キャ
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リアコンサルタント、これは国家資格を持った就職専門のカウンセラーということでご相

談を承りますので、そちらにつなぎます。 

 それから、そういう形の中で、人に慣れていただかないといけないということがありま

す。皆さんハローワークなどが使えないからうちのほうにいらっしゃる方が多うございま

すので、まず人に慣れていただくという形で、いろいろなセミナー、パソコン講座とか、

ほかにも SST、ソーシャルスキルトレーニングと言いますけれども、一般的なそういう常

識的なものを学んでいくところとか、働くスキルとか、そういういろいろなセミナーを開

催してございます。そこは今困っているのですけれども、本当は例年は満席なのですが、

コロナで６名限定です。今年 10月の終わりにみんなに相談して、皆さん参加者の方も困っ

ているので、参加者を増やすために呼びかけをして、また元に戻していこうかなとは思っ

ております。 

 それから、お勉強などで高校が中退とか中学だけになっている方がいらっしゃいますの

で、そういう方でお勉強を学び直ししたい方に関しまして、本当にこれはありがたいので

すが、許可していただいているのは船橋市だけです。これで皆さん資格を取ったり、そし

て次のステップ、働いたりとか、いろいろなさっていますので、こういう事業があります。 

 それと、親の個別相談、それから親の会です。親御さんから、うちの子は５年、10年引

きこもっています、親との会話もありません、引きこもって部屋からも出てきませんとい

うような中身のご相談をお受けして、だんだんとご本人様にアプローチしていくという取

組ですけれども、親の会に関しましては、月に 1回行っております。個別相談会に関しま

しては、月に２回、中央公民館のほうでお部屋を取らせていただきながらやってございま

す。 

 それから、就職氷河期世代の方々、大体 30過ぎから 49歳くらまでの方々に関しまして

は、専門のお話を聞く機会をいただくということで、同じく中央公民館のほうで月２回行

っております。 

 それから、大きな家族相談会を、サポステの親の会だけではなくて、そのほかの親の会

とか、いろいろな機会にご相談なさっていらっしゃる親御さん、まだ子供がどうにもなっ

ていないという方々向けのそういう相談会を年に１回行っております。 

 それと、合同就職フェアは、年に２回、企業さんを大体６社から 10社、コロナがないと

きは 10社くらいありましたけれども、今、大体６社、７社程度で抑えております。そこに

企業さんにお越しいただいて、そしてハローワークの方々にも応援いただきまして、たく

さんの利用者さんが、外部からの利用者さんも可能ですのでお越しいただいて、就職のほ

うを目指していくという形のフェアを行っております。こちらは今、年２回です。年３回

のときもございましたが、取りあえずは年２回ということで今年度は行っております。大

体、多いときには 30、40くらいの事業者の方々がいらして、進路が決まっていく方も中に

はいらっしゃいます。そういう形で今行っているところです。その結果として、こういう

地域若者サポートステーションが 177か所ございますが、そのうち令和元年度に関しまし
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ては、船橋の就職等決定率は第２位でした。そして、コロナがちょっと影響したかなと思

っているのですけれども、令和３年度は第８位に落ちております。それでもスタッフ一同

頑張ってくれている結果ではあるかなと思っております。 

 そこで、令和３年度の結果は令和２年度のものですので、今現在、令和３年度４月から

９月 30日現在の新規登録者数は、ちょっと落ちておりますけれども、ほぼ去年と同じでし

ょうか、81名になっております。 

 それから、就職者数です。進路決定のほうにおきましては 69名です。これもほぼ昨年並

みだと思います。 

 それから最終学歴が、これはちょっと皆様のほうに頭に入れていただきたいなと思いま

すが、177 か所のサポステは、どこの結果も同じなんですが、利用者の学歴層トップは大

学、大学院、短大、高専卒です。ここが高校卒とか高校中退ではないのです。ここの層が

すごく大きい。とても有名な大学や大学院を出られている方のご利用もございます。ここ

のところの層をどう捉えるかということがすごく大きいかなと思います。 

 その方たち、進路決定がなされた方たちはどこの職業についているかというと、一番多

いのが、これが小さすぎてよく見えないのですが、サービス業ではあるけれども、サービ

ス業と断定されないところという形で 21％、そして卸売業、小売業が 18％で第２位ですね。

それから宿泊業、飲食・サービス業が 12％、引きこもっていたりするわりにはこういうと

ころにも働けているという現実があります。 

 では、課題ですけれども、今考えられるところとしましては、不登校の子供さんたち、

本当にここの対策がうまく連携ができていかないと、５年、10年とあっという間に過ぎま

すので、そうするとだんだんと病的なものに入っていくんですね。ほぼほぼ、一番早い方

は３か月でもう一歩も外に出ることができなくなります。なぜかというと、皆さんおっし

ゃるのは、自分が働いていない、不登校であるということを、隣近所の人がこの時間帯に

歩いているとそう見るだろうと、勝手に思っている心があるんですよね。ですから怖くて

家から出られない。頑張って家から出たとしても、自分で自分のことを認めていないので、

変なやつだと思われていないかとか、周りの方の視線が、背後の視線、向かってくる視線、

それが怖いんです。ですから、そこのところをインテーク面談のところで親御さんと一緒

に宿題としてやってもらって、不安な方はお願いするのですが、これを早い段階で、サポ

ステを使えるのは 15歳以上ですので、そういう方がいらしたらぜひご協力のほどをお願い

したいなと思うのですけれども、それが第一です。それに対してはスクールソーシャルワ

ーカーのシステムがございます。この方たちを通していただければやりやすいかなと思っ

ておりますので、お願いしたいと思います。 

 それから、もう一つは非行の方々です。実はふなサポは、ほぼ 99.9％といっていいくら

いに、非行の方々のご相談はない。表上はないです。 

 ところが、今回、まだスタッフとも詰めてはいないのですが、考えを新たにしようかな

と思っています。たまたま私どもの法人、セカンドスペースと言うのですけれども、この



－9－ 

 

法人が別の事業のところで法務省のほうから依頼を受けまして、刑務所に入っている人た

ちへの支援を何とかしてほしいんだと。そこの刑務所の中でキャリアカウンセリングであ

ったり、セミナーを開いてみたり、個別相談したりとか、いろいろな形でやってほしいと

依頼がありましたので、やってみようかなという気持ちがあります。ここは連携が取れれ

ば。ただ、私どもも、どう言ったらいいのでしょう、同じ刑務所に入るのでも、重い形の

方はまずできませんので、そこのところはお伺いしたら、窃盗とか受け子の方々、この方

だったら大丈夫だろうというので、紹介はできますと言ってくれたのですけれども、そう

すると法務省のほうでそのようにおっしゃるのであれば、ふなサポのほうでもそういう

方々がいらっしゃるはずなので、お請けしてみようかなという気持ちにはなっております。 

 そこのところの連携をするためには、もっともっと私たちがそういう方々の心理であっ

たり内情をよく理解していないと大変なことになります。少しやってみたいと思っていま

すので、もしかしたら連携させていただきたいと連絡させていただくかもしれませんが、

そのときには児相の方、警察の方、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、もう１点です。来なくなった方々っていらっしゃいます。何とかお母様と一

緒に来られて、１～２回は来たけれども、なかなか来れなくなって、電話をかけても通じ

ない。親御さんのほうも働いていらっしゃって、なかなか連携が取れないという方々のシ

ステム、こういう方々をどうしたらいいか。本来であれば３か月、６か月、９か月、12か

月という形で必ず電話をすることになっています。電話しています。でもなかなかそこが

つながらないので、そこに対してのシステムづくりをする必要があると考えています。そ

れが課題だと。 

 今３つの課題をお話しさせていただきました。長くなりましたが、ありがとうございま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（丹羽会長） 

 丁寧なご説明ありがとうございました。やはり我々が生きていくためには仕事というこ

とが何よりも大切だと思いますので、青少年を支えていく上で大変大切なことだと思いま

す。ありがとうございました。 

 それでは、ただいま３団体からご報告をいただきました。委員の皆様からご質問、ご意

見等ありましたら、承りたいと思います。どなたかございませんでしょうか。よろしくお

願いいたします。 

○鈴木委員 

 鈴木と申します。お取組をそれぞれ聞かせていただいてありがとうございます。 

 市川児相さんによかったら教えてもらいたいのですけれども、船橋市での虐待案件や一

時保護といった状況をお聞きして、そういう状況をできるだけ防いでいくことが重要だな

と感じました。 

 地域での居場所やアウトリーチについて言及がありました。船橋市も重層的支援体制整

備事業というのに今取りかかるようになっておりますけれども、現状の市川児相さんで船
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橋市の子供たちを対応していただいている中で、どのような居場所があったらいいかとい

うこと、また、アウトリーチについては、行政のアウトリーチでよろしいのか、それとも

やはり地域で関わっていく中でのアウトリーチがいいのか、船橋市の子供の状況を見て、

よかったら教えていただきたいと思います。 

 それから、サポートステーションさんからもお話をいただきました。ありがとうござい

ます。不登校の関係でお話がありましたけれども、スクールソーシャルワーカーさんとの

連携が上がるといいなとおっしゃっていらっしゃいました。どのような連携があると助か

るとか、どのような形が望ましいといったことがあったら教えてください。 

 以上２つになります。 

○児玉委員 

 では、まず児童相談所のほうから、お答えになるかどうかはちょっと分かりませんけれ

ども、１つは、子供の居場所ということでいうと、子供自身はなかなかそういうところに

自らの意思で行くというのが難しいお子さんも結構いらっしゃるので、端的にいうとショ

ートステイとか、トワイライトステイとか、親御さんが困ったときに一旦親子で距離を取

れるような場所とか、それが宿泊を含めてできるようなところが充実していくことが予防

的な対応になるかなと思っています。 

 船橋市もショートステイ事業をやっておりますけれども、まだまだ使い勝手が悪いとこ

ろがあるかなと思っていて、国のほうでもできるだけそれを活用して、予防的な関わりを

という方針で事業化もしているので、そういったところでさらにショートステイが充実し

ていくといいかなと思っています。 

 それから、アウトリーチについては、なかなかこれも難しいところで、基本的には相談

ニーズに応じてやっていくということにはなるので、ちょっとおせっかい的な関わりがど

うしても必要になってくるかなと。 

 最近相談所から見てありがたいなと思うのは、小児科とか児童精神の医療のほうで訪問

診療というのをやっていただいているところがあって、本当は医療につなげたいのだけれ

ども、受診までなかなか足が向かないというお子さんも結構いる中で、訪問してくれるな

らいいよということで、そこで初めて医療につながったということもあったりするので、

そういったことがあるとすごくありがたいなというのと、教育の場面でいうと、スクール

カウンセラーは大分充実してきましたけれども、昨今だとスクールソーシャルワーカーの

配置が進んできていますので、学校の側からも家庭訪問などが積極的にできるということ

が進んでいくといいのではないかと思っています。 

 養育支援でいうと、市の養育支援事業というのがあって、家庭に出向いて家事を含めた

養育のサポートをするという事業もあるので、なかなか行政とかサービスに足が向かない

方にこちらから出向いていってサービスを届けるというような、そういったチャンネルが

増えていくといいなと思っています。 

○議長（丹羽会長） 
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 ありがとうございました。 

 ちょっと付け加えさせていただきたいのですけれども、知り合いで相談を受けたことが

ありまして、大変難しいことだとは思うのですけれども、児童ホームをご利用されている

と５時で閉まるじゃないですか。やはり親御さんが働いたりなさっていて、保育園のほう

では延長保育だと７時くらいというのがありますよね。そうすると小さい頃はそういった

時間の融通がある程度ききますけれども、小学生の低学年とかですと、その間の時間が空

いてしまって、児童ホームが閉まったのだけれども、その間、親御さん帰ってくる間、外

で時間を潰してしまうようなことをお見かけするというのをお聞きしたんです。ですから、

そのときに、こういう言葉はよくないかもしれませんけれども、悪い大人が声をかけてど

こかへ連れ去ってしまうというようなこともあり得るので、そういった公的な施設の社会

の仕組みに合った時間延長といいますか、そういうのを、本当に難しいとは思いますけれ

ども、今後、両親とも働いているような社会を成り立たせるためには、そういった応急的

に受け入れられるようなところがあったら、子供たちの安全が図られるのではないかなと

いうことを、今お聞きいただいたことで感じましたので、付け加えさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

○成瀬委員 

 ありがとうございます。答えのほうに参りたいと思います。 

 まず、高校生が一番問題だと思うんですね。やめるというふうに分かった時点で動かな

いと、やめてしまってからでは皆さん連絡がつかないんだそうです。手のつけようがない

んですね。ですからここのところは、逆に秘密保持というところでいえば、この子がもう

単位が取れなくてやめますよなんてことを、学校のほうでは言えないのではないのかなと

思うのですけれども、そこのところ、学校の先生方の考え方なんだろうと思いますが、中

にはどこからかその情報を仕入れて、私どものほうにスクールソーシャルワーカーか本人

を連れてきていただくことが結構ございます。そこも仕組みのところが、本来であればふ

なサポなんですけれども、ふなサポだけでは、発達障害があったりいろいろなことがある

お子さんもいらっしゃるので、まずは慣れていただくために――サポステに来ると、もう

そこからすぐ仕事の話という形に、本人が来てキャリコンに渡すとそうなっていきます。

その前段階のところが欲しいということで、実は私どもの法人、ドクターから依頼されて

デイケアをつくるということで、今一つの場所で、もう１か所からも依頼があるのですけ

れども、デイケアの中に来ていただく。そうすると医療費が 1回だけで、来たたびの医療

費、自立支援医療費であれば 500円程度で済むので、そこで学び直し支援をしたり、それ

から、来ることでだんだんと生活習慣が身について、なおかつ、就労に向けての準備をし

ていく形になっていますので、そういうところを通して、ふなサポのほうに移行してうま

くいっているケースもあります。 

 ですから、早い段階で来てご連絡していただけると、やりやすいというのはあります。

そうしないと、先ほど申し上げましたように、だんだん外が怖くなって家から一歩も出ら
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れなくなってきますので、ぜひ皆様のご協力もお願いしたいと思います。 

 これでよろしいでしょうか。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。それでは、そのほかにどなたか。 

 加瀬委員、お願いいたします。 

○加瀬委員 

 青少年センターの運営協議会の加瀬と申します。 

 警察の方にちょっとお伺いしたいのですけれども、実はスマートフォンに、「荷物をお

届けにお伺いしましたけれども、お留守でしたので持ち帰ります。連絡ください」という、

その後に携帯の番号が書いてあるのがよく来るんです。多分ここにご参会の皆様でも経験

があるかなと思いますけれども、これはもう関わらないほうがいいということですぐ削除

しておったんですが、実は先月の月末に私の町会の会員さんの携帯に今とまるっきり同じ

ように、私の名前を使って、「加瀬から荷物を届けたんですけれども、お留守でしたので

持ち帰ります。連絡ください」と。ちょうどその方がそのメールをもらった後に、うちの

かみさんと道で会って話したら、「いや、うちのはそんなことしてないよ」ということで、

翌日、私グラウンドゴルフをやっているんですが、その人もグランドゴルフをやっていて、

ちょうどグラウンドゴルフで一緒になって、見せてもらいました。確かに私の名前が載っ

ているんです。最近そういうような悪質な事案というのが起きているのでしょうか。最初

に言ったショートメールで来るやつは、数字を適当に押せば誰かにつながるかなと思うの

ですけれども、今回の場合は私やうちの町会長、それから先方の相手の人も町会の会員さ

んというのを分かっていてその電話番号にかけているわけですよね。だから、情報が漏れ

ているのかなと思いますけれども、このようなちょっと込み入ったような事案を警察のほ

うで把握されていらっしゃいますでしょうか。 

○杵渕委員代理（船橋警察署 田中生活安全課長） 

 一般論で申し上げますと、個人情報が漏れていますという相談はほぼ毎日のようにあり

ます。ありますが、それが実際に事件につながっているかどうかという出口の部分までと

いうのはちょっと判然としないところがございますので、警察のほうで一般的な相談業務

のお話をいろいろな中で聞く中では、そういった個人情報の関係の相談はありますが、基

本的に防犯指導としては、一番最初もお話があったとおり、個人情報に関して自分が思い

当たる節がないようであれば対応しないようにだとか、そういう防犯指導の意識を高く持

っていただくことが一番大事になってくるのではないのかなと考えます。 

○加瀬委員 

 それでは、今私が言ったような、私の名前を使ったようなそういうことは、まだ報告が

ないですか。 

 実は、私のほうのことで恐縮なんですけれども、明日、町会の回覧を出す日なので、こ

の文章をつくって町会の会員さんに回覧しようかなと思っていたんですけれども、今、私
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が言ったようなそういうことは、まだ警察のほうに情報として入っていないですか。 

○滝口委員代理（船橋東警察署 小栗生活安全課長） 

 これはあくまで一般論になってしまうのですけれども、基本的に、今お話があったのは

町会同士の方々での個人情報の流れじゃないですか。そうすると、やろうとしていること

がどういう意図かというのがいまいち読めないのですけれども、業者自体であれば、基本

的に個人情報の関係で「誰々から」という荷物をそもそも送らないと思うんですよね。そ

うすると、町会単位だけであると、北海道のどこどこのカニが届きますだったら話が違う

のでしょうけれども、それは送り付け商法というのがまたあるのですけれども、町会単位

のもので何かしらの荷物という話になると、自治会の名簿が、どういう理由かは分からな

いですけれども、漏れているという状況があるということで、今お話があったように、注

意喚起をされたいということであれば、町会の名簿が何らかの理由で漏洩している可能性

がありますので、そのような電話があったりメールが来た場合については、確実に事業者

に、そこの連絡先ではなくて、クロネコヤマトと書いてあったら、本当のクロネコヤマト

のところの電話番号を調べて、本当にそうなんですかというのを調べた上で対応するよう

にしてくださいということを、ぜひ自治会のほうで流していただければ、注意喚起になる

と思います。 

○加瀬委員 

 はい、ありがとうございます。町会の会員名簿は有線の固定電話しか電話番号が書いて

ございません。携帯は載せていないので、どこかから情報が漏れたのかなと思います。は

い、ありがとうございました。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。私も以前振り込め詐欺の電話がかかってきまして、ちょうど

タイミング的にも親が亡くなった後だったので、警察のほうにお電話しましたらば、ちゃ

んと相談に乗っていただいて、実際に船橋の ATMに行って対応していただいたんですね。

ですので、もしこういったメールが来た場合に、例えばそのメールを警察のほうにお持ち

して、こういったのが来たんだけれども、というようなことで調査をしていただくことも

可能なのでしょうか。 

 今みたいな一般的なものであれば明らかにおかしいなというのはありますけれども、例

えばそれをご本人が警察署のほうに行っていただいて、こういったメールが来たんだけれ

どもというような、そんなことを調べていただくことも可能なのでしょうか。 

○滝口委員代理（船橋東警察署 小栗生活安全課長） 

 ご相談は全然いただいて結構ですので、場合によってはこちらから連絡する場合もある

でしょうし、知っている電話番号からいつも来ているというのであれば、毎回ほかの方か

らも届いていますよという情報があればお伝えすることもできますので、１人で考えない

で相談をしていただいたほうが。 

○議長（丹羽会長） 
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 ありがとうございます。ですので、加瀬委員が町会でもしお出しになるようでしたら、

警察のほうへご相談に上がったらどうですかというような、そんな注意喚起をしていただ

いてもよろしいかなと思いました。やはりこの詐欺というものが船橋では横行しておりま

すので、幾らかでも少ない方向に向かえばと思いますので、ご協力のほう、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 ありがとうございました。それではほかには大丈夫でしょうか。 

○池沢委員 

 ありがとうございました。ちょっと時間がないので、たくさん質問したかったのですけ

れども、１点だけ絞って質問させていただきます。 

 警察の方にお伺いします。今、犯罪が減ってきているという一方で、児童ポルノや買春

のほうが増えてきているというご報告がありました。これはスマホによる影響だというこ

とをお伺いしたのですけれども、今、世の中で、暴力はいけないという教育もあるし、社

会的にもそうなっているけれども、性犯罪というか、買春ですか、加害者側のほうがあま

り悪く言われないと私は思っているので、子供たちを加害者にしないためには、やはり大

人がしっかりそこを見守るなり対策を練っていかなければいけないと思っていて、特にこ

の性被害、性に関しては、私の知るところでは新宿とか千葉市で見守り活動をしている NPO

団体さんがいらっしゃっていて、私も自分でやりたいなと思っているのですけれども、な

かなかそこまで体力と気力と、あと勇気がなくてできない中でいるところであります。 

 警察としては、そういった子たち、スマホ以外にも私が見る限りでは船橋駅周辺ですと

か津田沼駅周辺、西船橋周辺でそういうことをされているような雰囲気のある、女性やお

子さんがいるような場所を見かけるんですけれども、何か警察のほうでそういう場所を把

握している、あるいは対策をしているというのがもしありましたら。 

 ツイッターとかも、私は 18歳制限をかけていないので、たまにそういうところを意図的

にチェックするのですけれども、若い女の子たちがそういったことをしているというのを

見たときに、どなたかが削除をしてくれるのだと思いますけれども、そういうことをもし

やられているのなら教えていただきたいと思います。 

○杵渕委員代理（船橋警察署 田中生活安全課長） 

 性被害に関してですけれども、加害者側に少年がならないようにという点も併せてです

が、SNS の利用についてという防犯講話のほうを学校のほうから依頼を受けて実施させて

いただいております。また、少年ボランティアの活動にご協力いただいている団体もござ

いまして、そういった外郭団体の方と船橋警察署では西船駅を中心に定期的なパトロール

をさせていただいておりまして、そういうボランティアの方々はお声かけを共同で実施さ

せていただいております。 

 また、サイバーパトロールといった活動も警察官のほうはしておりまして、違法有害情

報のからの捜査でしたり、そうした相談を受けながら対応させていただいておるのが現状

でございます。 



－15－ 

 

 また、県警のほうではブルー・スターズという学生ボランティアの団体もございまして、

船橋市という枠組みではないのですけれども、加害者側になりそうな年齢層の若者と一緒

に共同して、被害にも遭わない、加害者にもならないような、そういった活動をしている

状況もございますので、参考としていただければと思います。 

○池沢委員 

 ありがとうございました。大学生がやっているんですか。 

○杵渕委員代理（船橋警察署 田中生活安全課長） 

 そうです。 

○池沢委員 

 ありがとうございました。 

○議長（丹羽会長） 

 それでは、よろしいでしょうか。お時間の都合もありまして、ご配慮いただきましてあ

りがとうございます。また次回もあると思いますので、その際にご質問等いただければあ

りがたいと思います。 

 それでは、次の議題に移って参りたいと思います。 

 議題（２）「船橋市青少年だよりの発行について」、事務局よりお願いいたします。 

○青少年課長 

 青少年課です。それでは、「船橋市青少年だよりの発行について」、ご説明をいたしま

す。 

 例年ですと青少年問題協議会の委員の所属団体と、幹事である行政の 10団体ほどに原稿

作成を依頼しまして、年に１回、３月に発行をしておりました。 

 令和２年度、３年度におきましては、コロナの影響で団体での本来の活動ができないと

いうことがありまして、掲載する内容も難しいということで発行をしておりません。参考

に直近の令和元年度、第 52号をお配りさせていただいております。仕様としてはタブロイ

ド判で４ページで作成しております。各町会自治会での回覧をお願いしております。併せ

て公民館等の公共施設にも配架をしております。なお、今後、市のホームページにも掲載

して閲覧しやすい環境を整えていきたいと考えております。 

 参考資料の第 52号を見ていただいて、今までは毎号、一番下の欄外に「未成年の飲酒・

喫煙を防止しよう」と載せておりました。このときはこれでよかったのですけれども、こ

の後議題にもありますように、成年年齢引き下げになりましたが、お酒とたばこは二十歳

になってからと、こちらは変わりませんので、表記は誤解のないように改めたいと考えて

おります。 

 基本的には前回同様の構成で作成したいと考えておりますが、何かご意見があればお聞

かせいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。 
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 それでは、委員の皆様、何かご意見があればお聞かせいただきたいと思いますけれども、

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 よろしければ、原稿を依頼させていただく団体につきましては、後日事務局からご連絡

させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議題（３）「その他」に移ります。 

 まず、「成年年齢引き下げの影響について」となります。資料の１ページから４ページ

をご覧いただきたいと思います。 

 令和４年４月１日より成年年齢が 20歳から 18歳に変更になりました。船橋市青少年問

題協議会の幹事となっている課に対して、それぞれの事業や施設利用等の対象者への影響

や変更点について調査していただきました。これにつきましては、今回資料を配付させて

いただきまして、次回、第３回船橋市青少年問題協議会時に委員の皆様からご意見、ご質

問を承りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 この４月から、20 歳から 18 歳となりました。以前、青少年センターの運営協議会で警

察のほうからお話を聞きましたけれども、高校３年生が中学生を連れ回したということが

あったそうです。今まででしたら、学生同士だからというような考えもあるかもしれませ

んけれども、18歳成人になると、成人の犯罪ということで自分の思ったことと違うような

結果につながるということがありました。ですので、そのようないろいろな影響が確かに

20 歳から 18 歳に変更されたということであると思いますので、そういったことをまた第

３回のときに皆様にお聞かせいただければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、２つ目、「自転車専用通行帯について」です。法的に一切自転車しか入れ

ないところがあったり、あるいは市の中で安全に通行するために区分があるということが

あったものですから、その辺りをご説明いただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 では、まず設置場所についてご回答いただくような形でお願いしたいと思いますが、幹

事課の方、お願いできますでしょうか。 

 すみません、失礼しました。設置場所につきましては、道路建設課というところが担当

になっておりますが、この青少年問題協議会の幹事にいらっしゃらないため、会議中につ

いての回答は難しいということでしたので、設置場所については、申し訳ありませんが、

そのような形でご理解いただきたいと思います。 

 それから、交通安全教室につきましては、市民安全推進課の方で承っているそうですの

で、よろしくお願いいたします。 

○市民安全推進課長 

 市民安全推進課でございます。交通安全教室につきましては、私どものほうで交通安全

指導員によって小学校を主にやっております。また、中学校に関しましては、交通安全指

導員という形ではなくて、スケアード・ストレイトといいまして、いわゆるスタントマン
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による本格的な自動車事故をシミュレーションしたものを見ていただいて、かなりショッ

キングな場面もありますのであれなのですが、それをやっております。それは必ず中学校

３年間のうちに必ずどの中学校でも１回、生徒さんが１年生のときか２年生のときか３年

生のときかは分かりませんが、必ず１回ご覧いただけるような形で保健体育課と協議しな

がら進めております。 

 また、幼稚園、保育園に関してもやっておりますし、青少年という形ではないですが、

企業から外国人の方に関して交通安全教室をやってもらいたいと、そういうこともやらせ

ていただいております。スケアード・ストレイトにつきましては、従前のコロナ前は、一

般市民の方に対してもやっていましたが、それについては今現在できておりませんので、

引き続き中学校を中心としてやっていきたいなと考えています。 

 以上でございます。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。やはり子供の頃からそういった自転車のルールをきちっと守

って乗っていただければと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 そして道路交通法について、法的な罰則等がきちっと決まっているということですので、

こちらは船橋警察署のほうからご説明いただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○杵渕委員代理（船橋警察署 田中生活安全課長） 

 自転車専用通行帯に係る罰則についてのご報告になります。道交法上は通行帯違反とい

う趣旨での取り締まりになります。点数、違反金に関しましては、１点の違反になりまし

て、大型、中型、準中型車両ですと 7,000 円、普通車ですと 6,000 円、二輪ですと 6,000

円、原付ですと 5,000円という形で、道路表記に自転車専用帯という表記がある部分に関

して軽車両以外のものがそこを通ると違反が成立するという形に整理されておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。報道等でもされていますけれども、自転車に赤切符を発行し

て安全を図ろうと。やはり市内の皆さんもご覧になってお感じになっていると思いますけ

れど、お子様を乗せたまま大きな市場通りを斜め横断したり、あるいは、自転車同士で片

方が逆走してあわや正面衝突というような場面もお見かけになっていることもあると思い

ます。移動の手段としては自転車は大変便利なものですけれども、一歩間違えば、けがと

か、ひどいことになれば命に関わるようなことがあると思いますので、注意しながら利用

できるように、皆さんの中でお広めいただければと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 続きまして、報告、連絡事項に移らせていただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。その他についてのご質問等は大丈夫ですか。 

 それでは、続きまして、「３．報告、連絡事項」に移らせていただきたいと思います。 
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 １つ目、「子どもの生活実態に対するアンケート調査（ヤングケアラー実態調査）の結

果について」を、子育て支援部からお願いしたいと思います。 

○杉森委員 

 子育て支援部でございます。前回のこちらの協議会の中で、速報値が出ましたというこ

とを市長のご挨拶で皆様にもお知らせさせていただきましたが、この度、報告書がまとま

りましたので、資料の５ページ以降に概要版という形で皆様にお配りさせていただいてお

ります。子どもの生活実態に関するアンケート調査、ヤングケアラーの実態調査となりま

す。 

 この調査の目的といたしましては、めくっていただいて６ページからになりますが、本

来大人が担うと想定されているような家事や家族の世話を日常的に行うヤングケアラーの

実態を把握するため、船橋市の小学４年生から中学３年生及び高校生相当年齢の子供たち

を対象に実態調査を実施いたしました。 

 調査対象としましては、船橋の市立学校と特別支援学校の小学校４年生から中学校３年

生、それから高校生につきましては、調査方法の関係にもよりますが、また、高校生にな

りますとほかの市にある高校を使われていたり、他市の住民の方が船橋市内の高校を使わ

れていたりと、学校単位での調査ができなくなるため、もう一つは高校に行っていないお

子さんのほうにもしかしたらヤングケアラーに相当する方がいる可能性も高いということ

もありましたので、高校生年齢の子供という形でやらせていただいております。 

 回収状況といたしましては、対象者数が４万 9,555人のうち、２万 2,764件の回答がご

ざいました。回収率は 45.9％となります。 

 調査方法といたしましては、ウェブ上のアンケートフォームによる調査を行っておりま

す。市内の小学校、中学校及び特別支援学校の児童・生徒につきましては、各学校を通じ

て子供たちに今１人１台端末が配布されておりますので、そちらから回答していただき、

高校生年齢につきましては、URL 及び二次元コードが記載された案内を直接ご家庭のほう

に郵送させていただいて、そこから回答していただくという形をとっております。 

 調査期間は、今年、令和４年の５月６日から５月 27日までで、重なりますと混雑してや

りにくいということもありましたし、学校のそれぞれのタイミングもあるかと思いました

ので、これだけの期間を取らせていただいております。 

 調査結果でございますけれども、アンケートの質問の中身としては同じですが、小学生

と中高生については、言葉が難しいとか漢字が難しいとか、そういったことがありました

ので、質問フォーム自体は小学生向けと中高生向けと２種類用意してございました。その

ために回答も小学生、中学生・高校生相当という形で分けております。 

 ７ページ以降をご覧いただきますと、回答していただいた２万 2,764件の中で、世話を

している家族が「いる」と回答したのは、全体の中で 4.8％、小学生が 6.7％、中学生 2.9％、

高校生相当が 2.2％となっております。国の調査でも大体６％から７％、こういった世話

をされている家族がいらっしゃるという回答でございました。小学生についてはおおむね
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全国並みの回答でしたが、中学生については若干低いかなというところがありました。ク

ロス集計等いたしましたけれども、その辺がどうしてなのかは分からなかったところでご

ざいます。 

 ただ、回答の中では、やはり世話をしている人が「いる」と答えたお子さんのほうが世

話をしていないと答えたお子さんに比べて、「体調がよくない」とか、「体調があまりよ

くない」、そういったことを合わせた割合が高かったというところと、生活への影響がど

のように出ているかというところでは、「自分の時間がとれない」という答えは小学生、

中学生、高校生合わせて最も多かったというところでございます。 

 めくっていただいて、９ページになりますが、世話をしている頻度といたしましては、

「ほぼ毎日世話をしている」と回答したのが回答者全体の 36.5％でございました。中身に

ついてはまた見ていただければよろしいのですが、ただ、クロス集計した中では、「ほぼ

毎日世話をしている」と回答した方と、時間が「３時間未満」とか、週の中でも２～３日

もしくは休日のみやっていると答えたお子さんの中でも、必ずしも辛い状況だと訴えられ

ている方が時間とか日数に応じているわけではなかったというようなところに、次に考え

ていく支援、どういった支援をしていくかというところが私たちにとっては難しいなと思

ったところでございます。 

 お世話の内容といたしましては、めくっていただいて 10ページでございますが、小学生、

中高生ともに「見守り」というところが最も多い形になっております。クロス集計をした

形で、お世話をしている方が誰ですかというところで、「父親（お父さん）」や「母親（お

母さん）」、もしくは、「祖母」という形で答えた方については「家事」をやっています

といったご回答が多かったのですが、ご兄弟や、「祖父（おじいちゃん）」「おばあちゃ

ん」の場合は「見守り」といった割合が高くなっているところでございます。 

 全体的には、ご覧いただければありがたいのですが、相談をしたことが「ある」と答え

た方は 13 ページになりますが、回答者全体の 13.7％となっていて、半数以上のお子さん

は相談したことが「ない」と答えております。それがなぜだろうというところで、どうし

て相談していないですかというようなご質問の中では、14ページにめくっていただきます

と「誰かに相談するほどの悩みではない」とか、「家族以外の人に相談するような悩みで

はない」、ご家族のことであるからということで、あまり外に相談をするというふうに意

識が向かないようなところでございます。 

 ヤングケアラーの認知度につきましては、船橋市では大体 61.9％のお子さんが「ヤング

ケアラーという言葉を聞いたことがない」という答えを出しております。国のほうでは何

回か調査をしておりまして、本市が行った調査の前に行った調査ですと、80％以上のお子

さんが「ヤングケアラー」という言葉を知らないと回答したようでした。その後で行った

本市のものでは 61.9％ともう少し「ヤングケアラー」という言葉の認知度が高くなってき

ているかなと思います。これは、この調査を行うときに、「ヤングケアラー」というのは

こういう状態のことを指しますという説明を入れた後に調査に入るという手法を取ったこ
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とと、マスコミ等を通じてヤングケアラーのコマーシャルなども流されていたり、言葉と

いうものが少しずつ世の中で聞かれるようになっていったことの影響もあるかなというふ

うには考えています。 

 自分がヤングケアラーだと思うかというところの質問では、全体の 1.6％となっており

ます。大体、これがどれぐらいの人数かといいますと、小学生では 1万 1,342人の回答が

あったうちの 222人、中高生では１万 1,422人の回答があったうちの 131人となっており

ます。ただ、実際のアンケートの回答率は 45.9％でございましたので、残りの回答をいた

だかなかった層にも相当数のヤングケアラーがいる可能性があるということは、こちらの

ほうでも認識をしておくべきだと考えています。 

 ご説明としては以上となります。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。 

 それでは、報告事項ということですけれども、もし委員の皆様からご質問、ご意見等が

ありましたらお聞かせいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○成瀬委員 

 小学生の割合ですが、低学年の方、高学年の方で、感じ方とか捉え方が違うような気が

します。低学年の３年生までの方はどのぐらいの回答率があるのでしょうか。 

○杉森委員 

 今回のヤングケアラーの実態調査は、低学年ですと、大きな家事を任されてというよう

なところはもしかしたらないかなと考えたので、小学校４年生以上を対象としております。 

○成瀬委員 

 ありがとうございます。これを受けまして、国全体がこの問題に取り組んでいるので、

これを言っていいかどうか迷うところがあるのですが、皆さんの世代ではどうでしょう、

内容的にはお父さん、お母さんのお手伝いをするという程度のものなのか、そうではない

のかの割合がすごく曖昧なのではないのかと、新聞などを読んでいても感じるときがあり

ます。 

 なぜこれを言うかというと、先ほど、サポステでは大学、大学院、高専、短大卒の学歴

の高い層の相談者が多いと。この方たちはなぜそうなのかというところを考えると、ここ

は反してしまうことを言うので気になるのですけれども、お手伝いって必要なのではない

のかなと思っているのです。これからの子供さんがお手伝いをしないと、社会に出たとき

にアルバイトやパートさえもできなくなる子供さんも増えてくるのではないかという懸念

がありまして、それで今お話しさせていただいております。教えていただければと思いま

す。よろしくお願いします。 

○杉森委員 

 こちらの調査をさせていただいて、私たちのほうでも気をつけなければいけないと思い

ましたけれども、家族としておうちの仕事をするということは大変すばらしいことで、そ
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こを誰も否定してはいけないところだと思います。回答の中でも、お手伝いをしているこ

とで「偉いね」で終わってしまっていいのかどうかぐらいの、そういうレベルのお子さん

もいらっしゃるということが問題になるのと、その辛さのレベルというものが、その子の

力量によって違っていたり、あとは、学生さんなので時期によっても恐らくは違うのだろ

うと。テスト前とテスト前でないときで同じような家事があったときに、それが負担なの

か負担ではないのかと言ったら、やはり、ここが勝負時のテスト前にというところであれ

ばすごく負担だろうと。そういったところにまで影響が出てしまっているのか、そうでは

ないのかということは、お子さんによって違うので、個々でのその対応の仕方というもの

を私たちも考えていかなければいけないと思っております。方策については、市としては

これからということになりますけれども、調査をしながら、またいろいろな方のお話も伺

いながらそのようなことを考えているところでございます。 

○成瀬委員 

 ありがとうございます。 

○議長（丹羽会長） 

 ほかには大丈夫でしょうか。 

 詳細なご報告、ありがとうございました。中を見ていますと、おじいちゃん、おばあち

ゃんの見守りが多く、心強いなというところも感じました。高齢化の船橋ですので。 

 ただ、やはり一番気になるのは、相談しない理由のところですね。その中で、誰に相談

するのか分からないとか、身近にいないとか、あるいは家族のことを知られたくないとか、

家族に対して嫌な思いを持たれたくないとか、先ほどサポートステーションさんのほうか

らご報告があった、周りの目を気にして、なかなか自分の悩みを打ち明けられないという、

そういったお子さんたちのことを拾えたらいいのかなと思いました。警察署のほうからは

スマホについての問題がありましたけれども、今、子供たちが端末を１人１台持っている

というところが強みになる部分だと思いますので、その辺りで、相談内容とかを少し掘り

下げていただいて、本当に困っているお子さんたちを救っていただければありがたいなと

思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、こちらのご報告のほうは終わらせていただきまして、２つ目の「令和５年度

船橋市成人式について」のご報告を社会教育課のほうからお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○社会教育課長 

 社会教育課でございます。よろしくお願いいたします。 

 令和５年船橋市成人式について、資料は 17ページからとなります。 

 まず初めに、毎年成人式の開催に当たりましては、警察の皆様に交通渋滞対策へのアド

バイスや当日の会場内巡視などご協力をいただき、ありがとうございます。改めてこの場

をお借りしてお礼を申し上げさせていただきます。 

 資料に戻りまして、令和５年の成人式は１月９日「成人の日」に、船橋アリーナにて２
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部制によりオンラインによる動画配信も併せて開催する予定としています。 

 次に、６番のテーマですが、「船出 ～未来へ漕ぎ出せ 船橋ソウル～」に決定いたし

ました。このテーマへの思いにつきましては、19ページにまとめさせていただいておりま

す。成人式対象者で構成される企画運営委員会議にて決定をいたしました。 

 令和５年の成人式対象者は、民法改正により令和４年４月１日に全員が同時に成年年齢

を迎え、自分たちの決定への責任が求められるようになりました。また、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、制限のある生活が続き、学校生活も思うように送られない日々

を過ごしてきました。きちんと大人の仲間入りを果たせるのか、我慢の生活はいつまで続

くのかなど、先の分からない不安に幾度となく押しつぶされそうになることもありました

が、それでも未来はきっと明るい、新成人とは未来という夢と希望に満ちあふれた大海原

への船出のときなのだ。誰かがこぐ船に身を委ねるのではなく、自らの手でこぎ出すのだ。

時に海の真ん中でさまようことがあるかもしれないが、そんなときこそ「市船 soul」なら

ぬ「船橋ソウル」で強く立ち向かっていこうという、このような熱い思いが込められてお

ります。 

 次に記念品でございます。記念品は袱紗です。資料は 20ページです。こちらも企画運営

委員会議にて決定いたしました。選定の理由といたしましては、「大人への自覚を持って

もらえる」「持っていない人が多くいるため記念品としてもらえたらうれしい」「同級生

の結婚式などでみんなで同じものを使用できたらすてきであり、その都度成人式を思い出

すことができる」などがございました。 

 なお、青少年問題協議会会長様には改めて成人式のご案内をさせていただきますので、

ご多忙とは思いますが、ご出席のほどよろしくお願いいたします。 

 説明は以上となります。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。令和５年船橋市成人式は来年の１月９日に船橋市総合体育館

にて２部構成により行われるということです。よろしくお願いいたします。 

 委員の皆様からご意見、ご質問等はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、以上をもちまして、本日の議事は全て終了いたしました。委員の皆様のご協

力により早く進めることができましたことを感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 それでは、事務局から何かございますでしょうか。 

○事務局 

 事務局でございます。次回の青少年問題協議会の開催予定でございますが、令和５年２

月８日（水曜日）の午後２時から市役所６階の６０２会議室を予定させていただいており

ます。委員の皆様、よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

○議長（丹羽会長） 

 ありがとうございました。 
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 それでは、以上をもちまして令和４年度第２回船橋市青少年問題協議会を閉会いたしま

す。ご協力ありがとうございました。 

 

午前１１時３１分 閉会 


